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【目的】
　今年の夏も、熊谷から「熱中症罹患者を出さない」ことを目標に、熊谷オリジナ
ルの暑さ対策、熱中症予防対策をさらに強化して取り組みます。
【内容】
　平成２９年度暑さ対策プロジェクトチームの提案による新規事業（５事業）
　「めざせ！暑さ対策研究日本一支援事業」
　「遊んで学ぼう！熱中症予防啓発事業」
　「暑さと乾杯！甘くま事業」
　「熊谷さくら運動公園日陰創出事業」
　「地域へ発信！中学生サポーター事業」
　※内容は別添資料「平成29年度暑さ対策事業一覧」のとおり

特徴やPRポイント

　市全体で暑さ対策・熱中症予防対策に積極的に取組むことで、熱中症罹患を未然
に防止するとともに、全国に本市独自の取組をＰＲします。

　暑さ対策プロジェクトチーム提案事業は、総合振興計画後期基本計画の中で、
リーディングプロジェクトの一環として、先導的に取り組むことと位置付けられて
います。

　本市の「暑さ対策事業」は、環境省をはじめ、全国７，０００を超える企業、行
政、民間団体で組織される、熱中症予防を推進する運動「熱中症予防声かけプロ
ジェクト」主催の『ひと涼みアワード２０１６』において、最も優秀であると認め
られる『トップランナー賞』を受賞、「暑さ対策日本一」として評価されていま
す。
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平成 29年度 暑さ対策事業一覧
①めざせ！暑さ対策研究日本一支援事業（政策調査課） ②遊んで学ぼう！熱中症予防啓発事業（健康づくり課） ③暑さと乾杯！甘くま事業（スポーツ観光課）

立正大学地球環境学部と連携して、暑さに関するデータを分析・
研究し、結果を市民への熱中症啓発や、今後の暑さ対策事業に
役立てる。現在、暑熱環境モニタリングを強化し、
ヒートアイランド減少のメカニズム解明に向けた
研究を進めている。

熱中症のことや、市の暑さ対策事業などを遊びながら学べる
ボードゲーム（すごろく）を作成。
7月から、健康づくり課や、
小学校 4年生を対象に貸出。

熊谷産の米から作った糀を使った
栄養満点の糀甘酒を市内店舗で
販売する。
詳細は、6月の定例記者会見で
発表予定。

④熊谷さくら運動公園日陰創出事業（公園緑地課） ⑤地域へ発信！中学生サポーター事業（学校教育課） ⑥デジタルサイネージ事業（広報広聴課）

市内で熱中症搬送者数が多かった熊谷さくら運動公園に、
風通しが良く、熱がこもらない緑陰を
イメージした日除けを設置する。
テニスコート C コート南側６箇所に、
7月末工期で設置予定。

中学生活３年間で全生徒を「暑さ対策サポーター」に養成す
る。1年生は暑さ対策セミナーの受講、
2年生はＡＥＤ講習、3年生は、
防災無線での放送や、体育祭・防災
訓練などの地域行事等で情報発信する。

熊谷駅構内において、夏の熱中症予防情報やイベント
等の市政情報を発信する。
また、災害時には、帰宅困難者
への情報発信を強化する。

⑦熱中症予防グッズ配布事業（企画課） ⑧ちびっこ元気事業（こども課） ⑨涼しさ体感アート事業（企画課）

熱中症にかかりやすい小学生(平成 29年度入学者)や
高齢者(75歳)に対しクールスカーフを配布する(6月初め)。
また、熊谷市オリジナルグッズとして一部販売する。

年度内に３歳になる子供を対象に、熊谷市オリジ
ナルの冷却機能を備えた垂れ付き帽子を郵送
配布する(7/3 発送予定)。

７月から９月までの間、熊谷駅正面口・
南口階段並びに籠原駅の階段を「涼」を
感じるデザインシールで装飾する。

⑩まちなかオアシス事業（健康づくり課） ⑪えんむすび日傘事業（スポーツ観光課） ⑫小学校委員会活動支援事業（学校教育課）

６月から９月までの間、市内公共施設
22箇所で、暑さにより気分が悪くなった
方のために、一時的な休息所を開設する。
また熱中症に備えた対策キットを設置する。

妻沼聖天山周辺の商店街等 20箇所に、
自由に使える日傘(和傘)計 300本を置き
観光客のまちなかの移動を快適にすると
ともに、「おもてなしの熊谷」を PR する。

児童が主体的に暑さ対策の
充実や熱中症予防の知識を
学ぶため、市内小学校におけ
る児童委員会活動に対し
支援する。


